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天塩の流れとともに　人と大地が躍動する
　　　　　　　　　　　　　すこやかなまち

５

　9月30日（水）午後６時30分から、士別市本庁舎・
消防庁舎の整備についての第４回検討市民委員会
を開催しました。当日は、委員17名の参加のもと、
来庁者アンケート結果の報告と、概算事業費を含
めた事業手法の検討を行いました。

　８月５日から９月４日の期間で、庁舎を訪れた方を対象に、現庁舎の問題点や庁舎に求め
る機能などについてのアンケート調査を行いました。（401名の方にご回答いただきました。）

来庁者アンケートの結果

第 4 回本庁舎整備検討市民委員会を開催しました

市役所で困ったこと・不便に感じたこと 庁舎の整備にあたり、特に必要だと思うこと

追加した方が
良いと思う機能
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くい。1か所で用事が済まない

建物内や出入り口の段差が
移動時の支障になる
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建物が古くて危険を感じる 災害時に市民の救援を迅速に
行える庁舎機能
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市民が利用できる憩いの空間
快適でゆとりある待合スペース

地域活動やイベントに関する
情報収集のしやすさの向上

キッズスペースや授乳室、プラ
イバシーに配慮した窓口機能

将来変化に対応できる建物内の機能
的な配置、利用しやすい駐車場

総合案内窓口やワンストップ
窓口,わかりやすい案内の表示



委員の意見
・2020年には東京オリンピック・パラリン

ピックもあり、ますますの建設費高騰が予
想される中、入札不調などの心配がある。

・事業費の上限はきちっと決めておくほうが
良い。

・改修案及び改築A・B案は事業費面で難し
いことを理解した。「改築+分散化」を前
提に具体的な議論をしたほうがよい。

・厳しい財政状況で、１か所に立派な庁舎を
建設するのではなく、分散配置し市街地の
活性化に貢献できないだろうか。

・さまざまな市民意見はあると思うが、建物
が50年を経過し、庁舎の整備は合併特例
債を活用できるこの時期しかないと考え
る。市民の思いも込めたコンパクトな建物
を考えていきたい。

　委員会では今後、取るべき整備手法と、ワン
ストップ窓口をはじめとする市民スペースのあ
り方について検討を進めます。
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整備手法と事業費の比較

分散化し活用できる施設は？

　改修・改築・既存の施設を利用した庁舎機能の一部分散化の各整備手法について、それぞ
れの概算事業費をもとに比較検討を行いました。
　事業費は、今後想定される工事費の高騰分や引越費用、改築した際の旧庁舎の解体費、測
量調査や外構工事費、家具・備品代など、現在想定されるすべての費用を含みます。

改修案

改築 A 案

現在の庁舎を耐震補強する
案。工 事 中 は「仮 設 庁 舎」
を建設する必要があります。

・保健福祉センター２階や朝日総合支所
・現在の教育委員会（民間施設）を継続

して利用
・商店街の空き店舗の活用　…など

庁舎整備の総事業費は「33 億円以内」

概算事業費

44.9億円

「士別市総合計画」に基づき、庁舎整備の総事業費は「33億円以内」とします。
上記の改修と改築の案では、この総事業費を上回ることから、改築と既存施設の
　　　　　　　　　　　　利用をあわせた庁舎機能の分散化を検討しました。

現庁舎と、現在別敷地になっ
ている教育委員会を一体化
した規模で新たに建築する
案。

概算事業費

40.8億円

改築 B 案
教育委員会は現在の民間施
設を継続して利用し、さら
にコンパクトな規模で建築
する案。

概算事業費

37.3億円
本庁舎4,600㎡
消防　1,500㎡

[改築+分散化] A案

[改築+分散化] B案

庁舎機能の一部を保健福祉
センターなどの既存の施設
に分散する案。

概算事業費

32.8億円
本庁舎3,500㎡
消防　1,500㎡

分散化A案に加え、消防庁舎
を別敷地に建築する案。

概算事業費

32.9億円
本庁舎3,080㎡
消防　1,800㎡
　

本庁舎5,300㎡
消防　1,500㎡

本庁舎4,828.1㎡
消防　1,056.3㎡

※本庁舎と消防庁舎が、会議室などを共用できなくなるため、
　A案に比べ消防庁舎の面積が大きくなります。
　

※「仮設庁舎」の建設とシステムなどの引越し費用に
　約10億円がかかります。　


